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監 査 公 表 第 ９ 号
地方自治法（昭和 22年 法 律第 67号 ）第 199条 第 ４ 項の規定により実施した定期監 査 の 結

果 は 、 次 の と お り で す 。
令 和 元 年 ９ 月 10日

福 島 県 監 査 委 員 長 尾 ト モ 子
福 島 県 監 査 委 員 古 市 三 久
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

１ 監 査 実 施 期 間 令 和 元 年 ５ 月 23日 ～ 同 年 ８ 月 ５ 日
２ 監 査 対 象 機 関 公 所 45か 所
３ 監 査 の 結 果

監 査 は 、 北 海 道 事 務 所 ほ か 22機 関 に つ い て は 平 成 29会 計 年 度 及 び 平 成 30会 計 年 度 の
財 務 に 関 す る 事 務 、 県 南 地 方 振 興 局 ほ か 21機 関 に つ い て は 平 成 30会 計 年 度 の 財 務 に 関
す る 事 務 に つ い て 実 施 し た 。
⑴ 総 務 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県南地方振興 令和元年６月27日
令和元年８月１日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査

局 令和元年６月28日

東京事務所 令和元年７月10日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査 令和元年６月４日

令和元年５月27日
北海道事務所 令和元年８月５日 古市 三久 美馬武千代 書面監査

令和元年５月28日

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
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・ 県 税 窓 口 で の 現 金 取 扱 い に お い て 、 平 成 30年 ８ 月 13日 に 1 0 , 0 0 0円 超 過 の 過 誤
収 納 金 が 発 生 し て い る 。 （ 県 南 地 方 振 興 局 ）

・ 産 業 廃 棄 物 処 分 の 委 託 契 約 に お い て 、 収 集 運 搬 料 及 び 処 分 料 の 見 積 書 を 徴 し
て い な い 者 と 契 約 締 結 し 、 処 分 の 履 行 確 認 前 に 全 額 支 払 い し て い る 。

（ 北 海 道 事 務 所 ）
上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。

⑵ 生 活 環 境 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

環境創造セン
令和元年７月16日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査 令和元年５月30日

ター

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 歳 入 の 会 計 年 度 を 誤 っ て い る も の が あ る 。
「 事 実 」
行 政 財 産 の 使 用 許 可 及 び 貸 付 に 係 る 管 理 経 費 の う ち 、 平 成 31年 ３ 月 使 用 分

の 電 気 使 用 料 （ ８ 件 4 , 2 2 3 , 2 5 8円 ） に つ い て 、 調 定 額 算 出 の 根 拠 と な る 電 気 料
金 の 請 求 書 を 受 理 し た 時 点 （ 同 年 ４ 月 当 初 ） で 調 定 す べ き と こ ろ 、 遡 っ て 同
年 ３ 月 31日 付 け で 調 定 し て い る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
歳 入 の 調 定 に 当 た っ て は 、 会 計 年 度 に つ い て 誤 り の な い よ う 関 係 規 程 に 基

づ き 適 正 に 行 う こ と 。 （ 環 境 創 造 セ ン タ ー ）
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。

指 導 事 項
・ 報 償 費 及 び 旅 費 に つ い て 、 ３ か 月 以 上 遅 延 し て 支 払 っ て い る 。

（ 環 境 創 造 セ ン タ ー ）
⑶ 保 健 福 祉 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県北保健福祉 令和元年６月18日
令和元年７月24日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査

事務所 令和元年６月19日

県中保健福祉 令和元年６月11日
令和元年７月19日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査

事務所 令和元年６月12日

南会津保健福 令和元年６月６日
令和元年７月18日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査

祉事務所 令和元年６月７日

衛生研究所 令和元年６月10日 古市 三久 ●家惣一郎 書面監査 平成31年４月23日

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 措 置 入 院 に 係 る 費 用 徴 収 事 務 に つ い て 、 執 行 体 制 に 適 切 を 欠 い て い る た め 、
長 期 に わ た り 事 務 が 未 執 行 で あ っ た こ と を 組 織 と し て 把 握 し て お ら ず 、 事 務
事 業 の 管 理 に 重 大 な 影 響 を 与 え て い る 。
「 事 実 」
措 置 入 院 に 係 る 入 院 費 用 に つ い て は 、 そ の 一 部 を 入 院 者 又 は 扶 養 義 務 者 の

所 得 額 に 応 じ て 費 用 負 担 さ せ る 場 合 が あ る た め 、 措 置 の 都 度 、 関 係 者 の 所 得
税 額 等 を 調 査 し 、 費 用 徴 収 額 を 決 定 通 知 す る と と も に 、 そ の 結 果 を 本 庁 に 報
告 す る こ と と し て い る 。
し か し な が ら 、 平 成 29年 度 か ら 当 該 事 務 を 執 行 し て お ら ず 、 公 所 と し て 当

該 事 実 を 把 握 し た の は 、 関 係 職 員 か ら 報 告 が あ っ た 平 成 31年 ３ 月 ７ 日 で あ っ
た 。 未 処 理 件 数 ： 22件 （ 各 年 度 11件 ） 実 人 数 ： 18人 （ 各 年 度 ９ 人 ）

───────────────────────────────────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
な お 、 平 成 31年 ３ 月 14日 か ら 関 係 者 に 謝 罪 の 上 、 必 要 書 類 の 提 出 を 求 め 、

令 和 元 年 ５ 月 15日 ま で に 費 用 徴 収 額 の 決 定 を 行 っ て い る 。 （ 費 用 徴 収 対 象 者
は な し 。 ）
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
措 置 入 院 に 係 る 費 用 徴 収 事 務 に つ い て は 、 執 行 状 況 を 適 時 ・ 的 確 に 把 握 す

る チ ェ ッ ク 体 制 を 構 築 す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。
（ 県 中 保 健 福 祉 事 務 所 ）

・ 牽 制 体 制 が 機 能 し て お ら ず 、 報 酬 及 び 旅 費 の 支 出 時 期 に 著 し く 適 正 を 欠 い て
けん

い る も の が あ る 。
「 事 実 」
昨 年 度 実 施 の 定 期 監 査 に お い て 、 支 払 時 期 が ３ か 月 以 上 遅 延 し て い る こ と

か ら 指 導 事 項 と さ れ た 精 神 保 健 福 祉 法 第 27条 に 基 づ く 精 神 保 健 指 定 医 の 診 察
に 対 す る 報 酬 及 び 旅 費 の 支 出 事 務 に つ い て 、 再 発 防 止 の た め に 複 層 的 チ ェ ッ
ク 体 制 と し た 旨 、 処 理 結 果 報 告 が あ っ た 。
し か し な が ら 、 当 該 改 善 策 は 徹 底 さ れ て お ら ず 、 平 成 30年 ７ 月 ２ 日 か ら 同

年 12月 12日 の 間 に 行 わ れ た 診 察 に 係 る 報 酬 12件 （ 計 337 , 2 00円 ） 及 び 旅 費 ７ 件
（ 計 1 ,950円 ） に つ い て 、 同 様 に ３ か 月 以 上 遅 延 し て お り 、 組 織 に お け る 財 務
執 行 上 の 管 理 ・ 統 制 が 機 能 し て い な い 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
事 務 の 執 行 に 当 た っ て は 、 職 員 の 意 識 改 革 を 図 っ た 上 で 、 組 織 内 の 情 報 共

有 や チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 、 迅 速 か つ 適 正 に
事 務 処 理 を 行 う こ と 。 （ 県 中 保 健 福 祉 事 務 所 ）

・ 指 定 難 病 医 療 費 助 成 事 務 に つ い て 、 公 文 書 及 び 個 人 情 報 の 管 理 に 適 正 を 欠 き 、
か つ 執 行 体 制 に 適 切 を 欠 い て い る た め 、 長 期 に わ た り 同 事 務 の 一 部 が 未 執 行
で あ っ た こ と を 組 織 と し て 把 握 せ ず 、 財 務 の 執 行 に 重 大 な 影 響 を 与 え て い る 。
「 事 実 」
職 員 Ａ は 、 指 定 難 病 医 療 費 助 成 に 係 る 申 請 ・ 届 出 の 事 務 に つ い て 、 平成 28

年 度 か ら 平 成 29年 度 ま で 一 部 を 執 行 し て お ら ず 、 ま た 、 関 係 書 類 を 無 断 で 持
ち 出 し 一 部 を 紛 失 し て い る 。
し か し な が ら 、 平 成 30年 １ 月 23日 か ら 同 年 ８ 月 20日 ま で の 間 、 職 員 Ａ か ら

数 回 に わ た る 報 告 を 受 け る ま で 所 と し て 当 該 事 実 を 把 握 し て い な か っ た 。 （ 未
処 理 件 数 81件 ）
な お 、 平 成 30年 １ 月 26日 か ら 判 明 し た も の に つ い て 、 順 次 、 関 係 者 に 謝 罪

の 上 、 必 要 書 類 の 提 出 を 求 め 、 同 年 ９ 月 11日 ま で に 特 定 医 療 療 養 費 の 支 払 い
を 行 っ て い る 。 （ 23件 75 9 , 6 4 8円 ）
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
指 定 難 病 医 療 費 助 成 事 務 に つ い て は 、 公 文 書 及 び 個 人 情 報 の 管 理 を 徹 底 す

る と と も に 、 執 行 状 況 を 適 時 ・ 的 確 に 把 握 す る チ ェ ッ ク 体 制 を 構 築 し 、 関 係
規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 （ 南 会 津 保 健 福 祉 事 務 所 ）

○ 下 記 の と お り 検 討 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 検 討 す る よ う 保 健 福 祉 部 長 に 通 知 し た 。
検 討 事 項
・ 行 政 財 産 使 用 許 可 に 伴 う 管 理 経 費 に つ い て は 、 清 掃 料 を 含 め て 算 定 す る よ う
各 財 産 管 理 者 に 通 知 さ れ て い る が 、 本 庁 所 管 課 と の 調 整 に よ り 令 和 ２ 年 度 か
ら の 徴 収 方 針 と な っ て お り 、 調 査 日 現 在 、 徴 収 し て い な い 。

（ 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 ）
上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。

⑷ 商 工 労 働 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

ハイテクプラ
令和元年７月16日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査 令和元年５月31日

ザ

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑸ 農 林 水 産 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
県北農林事務 令和元年６月11日

令和元年７月24日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査
所 令和元年６月12日

県中農林事務 令和元年６月６日
令和元年７月19日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査

所 令和元年６月７日

南会津農林事 令和元年６月13日
令和元年７月18日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査

務所 令和元年６月14日

水産事務所 令和元年５月23日 古市 三久 美馬武千代 実地監査 平成31年４月19日

内水面水産試
令和元年８月５日 古市 三久 美馬武千代 書面監査 令和元年５月14日

験場

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 稚 魚 棟 の 一 部 の 出 入 口 に つ い て 、 施 錠 の 確 認 を 怠 り 、 飼 育 中 の ヤ マ メ 800尾 が
盗 難 に 遭 っ た 。 （ 内 水 面 水 産 試 験 場 ）

・ 平 成 29年 度 の 監 査 で 口 頭 指 導 と し た 超 過 勤 務 手 当 の 過 払 い に つ い て 、 今 年 度
の 職 員 調 査 時 に お い て も 返 納 処 理 を 行 っ て い な い 。 （ 内 水 面 水 産 試 験 場 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑹ 土 木 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県北建設事務 令和元年６月20日
令和元年７月30日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査

所 令和元年６月21日

県中建設事務 令和元年６月18日
令和元年７月30日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査

所 令和元年６月19日

富岡土木事務 令和元年６月４日
令和元年７月17日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査

所 令和元年６月５日

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を
与 え た も の が あ る 。
「 事 実 」
施 工 箇 所 が 点 在 す る 工 事 の 入 札 に お い て 、 積 算 方 法 に 誤 り が あ る ま ま 設 計

書 を 作 成 し 入 札 事 務 を 行 っ た た め 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た 業 者 と 異 な る 業
者 と 契 約 し て い る 工 事 が １ 件 、 入 札 不 調 と す べ き 工 事 が ２ 件 あ る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強 化

す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 （ 県 北 建 設 事 務 所 ）
・ 設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を
与 え た も の が あ る 。
「 事 実 」
施 工 箇 所 が 点 在 す る 工 事 の 入 札 に お い て 、 積 算 方 法 に 誤 り が あ る ま ま 設 計

書 を 作 成 し 入 札 事 務 を 行 っ た た め 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た 業 者 と 異 な る 業
者 と 契 約 し て い る 工 事 が ２ 件 、 入 札 不 調 と す べ き 工 事 が ３ 件 あ る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強 化

す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 （ 県 中 建 設 事 務 所 ）
・ 費 用 負 担 を 求 め る 工 事 の 施 工 に つ い て 、 事 務 手 続 に 著 し く 適 正 を 欠 き 、 計 画
的 で な い も の が あ る 。
「 事 実 」
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町 道 の 付 替 工 事 を 伴 う 河 川 工 事 に お い て 、 町 道 の 拡 幅 に よ り 甲 町 の 費 用 負

担 が 発 生 す る こ と か ら 、 工 事 施 工 前 に あ ら か じ め 費 用 負 担 に 関 す る 協 定 を 甲
町 と 結 ん で お く べ き で あ っ た が 、 協 定 書 締 結 の 手 続 を 経 な い で 工 事 を 施 工 し
て い る 。
工 事 の 名 称 河 川 （ 交 付 （ 再 復 ） ） 工 事 （ 築 堤 護 岸 ）
工 事 請 負 契 約 締 結 月 日 平 成 30年 ２ 月 21日
協 定 書 締 結 月 日 平 成 31年 ２ 月 27日

「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
費 用 負 担 を 求 め る 工 事 の 施 工 に 当 た っ て は 、 適 実 か つ 厳 正 に 財 源 を 確 保 す

る た め 、 関 係 機 関 と の 協 議 を 十 分 に 行 い 、 関 係 規 程 等 に 基 づ く 適 正 な 事 務 手
続 の も と 、 計 画 的 に 執 行 す る こ と 。 （ 富 岡 土 木 事 務 所 ）

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 土 石 等 採 取 料 の 収 入 調 定 に つ い て 、 河 川 管 理 者 か ら 河 川 法 第 24条 及 び 第 25条
の 許 可 通 知 が あ っ た が 、 約 ２ か 月 後 に 調 定 し 、 納 期 限 は 条 例 で 定 め る 許 可 通
知 の １ か 月 後 の 日 と な っ て い な い 。 （ 県 北 建 設 事 務 所 ）

・ 工 事 請 負 変 更 契 約 に お い て 、 工 期 延 長 の 変 更 契 約 を 行 う 際 に 、 追 加 の 工 事 を
含 め て 締 結 す べ き と こ ろ 、 第 １ 回 変 更 契 約 に 含 め て お ら ず 、 第 ２ 回 変 更 契 約
で 処 理 し て い る 。 （ 県 中 建 設 事 務 所 ）

・ 千 五 沢 ダ ム の 管 理 に 当 た り 、 平 成 28年 10月 か ら 甲 土 地 改 良 区 が 使 用 し て い る
県 の 重 要 物 品 で あ る 船 舶 に つ い て 、 物 品 貸 付 け の 決 定 を 行 っ て い な い 。

（ 県 中 建 設 事 務 所 ）
・ 県 営 住 宅 の 共 用 水 栓 設 置 工 事 に つ い て 、 工 事 の 発 注 遅 れ か ら 、 水 道 事 業 管 理
者 へ の 水 道 加 入 金 、 設 計 審 査 及 び 検 査 手 数 料 を 受 注 業 者 に 立 替 払 い さ せ 、 工
事 完 了 後 に 受 注 業 者 に 支 出 し て い る 。 （ 県 中 建 設 事 務 所 ）

・ 福 島 県 総 合 評 価 方 式 （ 地 域 密 着 型 ） の 技 術 提 案 書 の 評 価 に お い て 、 誤 っ て 加
点 し た た め 、 適 切 に 評 価 が な さ れ て い な い も の が ２ 件 あ る 。

（ 県 中 建 設 事 務 所 ）
⑺ 教 育 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県北教育事務
令和元年６月10日 長尾トモ子 美馬武千代 書面監査 平成31年４月23日

所

県中教育事務
令和元年６月11日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査 令和元年５月14日

所

会津教育事務
令和元年７月11日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査 令和元年５月22日

所

南会津教育事
令和元年８月５日 長尾トモ子 ●家惣一郎 書面監査 令和元年５月29日

務所

相双教育事務
令和元年８月５日 長尾トモ子 ●家惣一郎 書面監査 令和元年５月21日

所

会津自然の家 令和元年７月11日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査 令和元年５月23日

福島明成高等
令和元年６月７日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査 令和元年５月10日

学校

福島工業高等
令和元年６月７日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査 令和元年５月10日

学校

郡山北工業高
令和元年８月５日 長尾トモ子 ●家惣一郎 書面監査 令和元年５月16日

等学校
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修明高等学校 令和元年６月10日 古市 三久 ●家惣一郎 書面監査 平成31年４月24日

西会津高等学
令和元年５月29日 古市 三久 美馬武千代 実地監査 平成31年４月22日

校

南会津高等学
令和元年８月５日 古市 三久 美馬武千代 書面監査 令和元年５月16日

校

田島高等学校 令和元年８月５日 長尾トモ子 ●家惣一郎 書面監査 令和元年５月17日

只見高等学校 令和元年８月５日 長尾トモ子 ●家惣一郎 書面監査 令和元年５月28日

平工業高等学
令和元年８月５日 古市 三久 美馬武千代 書面監査 令和元年５月22日

校

原町高等学校 令和元年５月31日 長尾トモ子 ●家惣一郎 実地監査 平成31年４月22日

相馬農業高等
令和元年５月31日 長尾トモ子 ●家惣一郎 実地監査 平成31年４月24日

学校

小高産業技術
令和元年６月10日 長尾トモ子 美馬武千代 書面監査 平成31年４月24日

高等学校

たむら支援学
令和元年６月10日 古市 三久 ●家惣一郎 書面監査 平成31年４月22日

校

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 収 入 の 事 務 手 続 に 適 正 を 欠 い て い る た め 、 債 権 の 保 全 管 理 に 重 大 な 影 響 を 与
え て い る も の が あ る 。
「 事 実 」
Ａ に 対 す る 職 員 手 当 等 542 , 9 10円 の 返 納 に つ い て 、 収 入 の 根 拠 が 発 生 し た 平

成 28年 度 に 収 入 調 定 を 行 っ た も の の 、 Ａ か ら 分 割 納 付 の 誓 約 書 が 提 出 さ れ た 。
こ の た め 、 本 来 必 要 な 履 行 延 長 及 び 分 割 納 付 の 協 議 を 経 な い ま ま 、 平 成 29年
度 か ら の 分 割 納 付 を 独 自 に 認 め 、 こ の 収 入 調 定 を 取 り 消 し 、 以 後 、 随 時 の 収
入 調 定 を 毎 月 行 っ て い る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
収 入 の 事 務 手 続 に 当 た っ て は 、 適 正 な 債 権 管 理 の た め に 求 め ら れ る 手 続 の

重 要 性 を 認 識 し 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 （ 南 会 津 教 育 事 務 所 ）
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。

指 導 事 項
・ 研 修 の 講 師 に 対 す る 報 償 費 に つ い て 、 ３ か 月 以 上 遅 延 し て 支 払 っ て い る 。

（ 県 中 教 育 事 務 所 ）
・ 本 人 負 担 分 の 社 会 保 険 料 に つ い て 、 本 人 へ の 返 還 ・ 徴 収 等 に 係 る 事 務 を 相 当
期 間 遅 延 し て い る も の が あ る 。 （ 相 双 教 育 事 務 所 ）

・ 報 償 費 及 び 旅 費 に つ い て 、 ３ か 月 以 上 遅 延 し て 支 払 っ て い る 。
（ 相 双 教 育 事 務 所 ）

・ 物 品 購 入 調 書 に よ る 決 裁 手 続 が な い ま ま 甲 組 合 に 水 稲 種 子 を 依 頼 し た こ と か
ら 支 払 が 漏 れ 、 平 成 30年 ６ 月 ６ 日 に 過 年 度 支 出 し て い る 。

（ 福 島 明 成 高 等 学 校 ）
・ 平 成 30年 ４ 月 １ 日 に 調 定 す べ き 土 地 使 用 料 ２ 件 及 び 建 物 使 用 料 ５ 件 に つ い て 、
同 年 ５ 月 17日 及 び 同 年 ６ 月 21日 に 調 定 し て い る 。 （ 田 島 高 等 学 校 ）

・ 購 買 部 に 対 す る 行 政 財 産 使 用 許 可 に 係 る 管 理 経 費 に つ い て 、 平 成 17年 度 当 初
使 用 時 か ら 徴 収 し て い な い 。 （ 田 島 高 等 学 校 ）

・ 出 納 員 の 異 動 に 伴 い 実 施 す べ き 書 類 及 び 帳 簿 等 に よ る 事 務 引 継 が 、 職 員 調 査
日 現 在 、 行 わ れ て い な い 。 （ 相 馬 農 業 高 等 学 校 ）

������
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・ 生 徒 の 農 家 体 験 研 修 に お け る 受 入 先 に 対 す る 報 償 費 に つ い て 、 ３ か 月 以 上 遅
延 し て 支 払 っ て い る 。 （ 相 馬 農 業 高 等 学 校 ）

・ 運 営 指 導 委 員 会 委 員 の 報 償 費 及 び 旅 費 に つ い て 、 ３ か 月 以 上 遅 延 し て 支 払 っ
て い る 。 （ 小 高 産 業 技 術 高 等 学 校 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑻ 公 安 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

福島警察署 令和元年５月28日 長尾トモ子 ●家惣一郎 実地監査 平成31年４月19日

福島北警察署 令和元年８月５日 古市 三久 美馬武千代 書面監査 令和元年５月15日

郡山警察署 令和元年８月５日 古市 三久 美馬武千代 書面監査 令和元年５月28日

郡山北警察署 令和元年６月11日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査 令和元年５月14日

須賀川警察署 令和元年７月９日 長尾トモ子 美馬武千代 実地監査 令和元年５月21日

白河警察署 令和元年８月５日 長尾トモ子 ●家惣一郎 書面監査 令和元年５月15日

会津若松警察
令和元年５月29日 古市 三久 美馬武千代 実地監査 平成31年４月22日

署

いわき中央警
令和元年８月５日 長尾トモ子 ●家惣一郎 書面監査 令和元年５月23日

察署

いわき東警察
令和元年６月６日 古市 三久 ●家惣一郎 実地監査 令和元年５月10日

署

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ０ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 県 公 営 企 業 に

係 る 定 期 監 査 を 執 行 し た 結 果 は 、 次 の と お り で す 。
令 和 元 年 ９ 月 10日

福 島 県 監 査 委 員 長 尾 ト モ 子
福 島 県 監 査 委 員 古 市 三 久
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

監 査 対 象 機 関 福 島 県 企 業 局
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 古 市 三 久

美 馬 武 千 代
（ 福 島 県 工 業 用 水 道 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 30年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し て い
る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 一 部 に 是 正 及 び 改 善 を 要 す る も の
が 見 受 け ら れ た も の の 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 工 業 用 水 道 事 業 の 実 績 は 、 総 給 水 量 321 , 0 0 3 , 3 4 6ｍ3で 、 前 年 度 と 比 較

し て 1 , 1 0 3 , 4 0 6ｍ3（ 0 . 3％ ） 増 加 し て い る 。 な お 、 当 年 度 に お け る 建 設 改 良 事 業 に つ い
て は 、 藤 原 川 水 管 橋 耐 震 補 強 工 事 等 を 実 施 し て い る 。
経 営 成 績 で は 、 事 業 収 益 が 2 , 6 1 5 , 7 7 7 , 1 3 2円 に 対 し 事 業 費 用 は 2 , 6 1 2 , 6 7 7 , 0 7 7円 で 、

当 年 度 の 純 利 益 は 3 , 1 0 0 , 0 5 5円 と な っ て お り 、 前 年 度 よ り 14 6 , 2 6 6 , 1 6 7円 （ 9 7 . 9％ ） 利
益 が 減 少 し て い る 。 こ れ は 、 前 年 度 と 比 較 し 、 営 業 収 益 （ 水 道 料 金 ） は 増 加 し た も の
の 、 営 業 外 収 益 （ 一 般 会 計 負 担 金 等 ） 及 び そ の 他 特 別 利 益 （ 原 発 事 故 損 害 賠 償 金 ） が

�����
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減 少 し 、 営 業 費 用 （ 修 繕 費 等 ） が 増 加 し た こ と か ら 、 減 収 減 益 と な っ た も の で あ る 。

（ 福 島 県 地 域 開 発 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 30年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し て い
る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も の と
認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 地 域 開 発 事 業 の 実 績 は 、 白 河 複 合 型 拠 点 に お い て 3 , 8 4 0 . 0 0ｍ2、 い わ

き 四 倉 中 核 工 業 団 地 第 ２ 期 区 域 に お い て 4 0 , 0 1 0 . 3 0ｍ2を 分 譲 し て い る 。
当 年 度 末 に お け る 分 譲 率 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 が 98 . 3％ （ 未 分 譲 地 10 , 9 8 3 . 6 2ｍ2） 、

白 河 複 合 型 拠 点 （ 造 成 済 み ） 業 務 用 地 が 81 . 3％ （ 未 分 譲 地 16 , 5 5 2 . 9 3ｍ2） 、 い わ き 四 倉
中 核 工 業 団 地 第 ２ 期 区 域 が 2 3 . 4％ （ 未 分 譲 地 1 3 1 , 1 6 6 . 6 3ｍ2） と な っ て い る 。
経 営 成 績 で は 、 事 業 収 益 1 , 9 7 5 , 5 3 3 , 4 3 1円 に 対 し 事 業 費 用 は 67 5 , 1 3 9 , 6 7 7円 で 、 当 年

度 の 純 利 益 は 1 , 3 0 0 , 3 9 3 , 7 5 4円 と な っ て お り 、 前 年 度 の 純 利 益 60 8 , 5 2 3 , 3 9 7円 と 比 較 す
る と 、 損 益 は 大 幅 に 改 善 さ れ て い る 。 こ れ は 、 前 年 度 と 比 較 し て 分 譲 や 企 業 債 元 金 償
還 に よ る 支 払 利 息 の 減 な ど に よ り 事 業 費 用 が 減 少 し 、 一 般 会 計 負 担 金 を 中 心 と し た 営
業 外 収 益 の 増 に よ り 、 事 業 収 益 が 大 き く 増 加 し た こ と に よ る も の で あ る 。
平 成 30年 度 か ら 企 業 債 の 償 還 財 源 の 確 保 の た め 、 計 画 的 に 一 般 会 計 か ら の 繰 入 を 行

う こ と と な り 、 平 成 30年 度 末 に お け る 累 積 欠 損 金 は 1 6 , 6 8 1 , 6 5 0 , 5 3 0円 と な り 、 企 業 債
残 高 も 8 , 2 9 8 , 1 3 6 , 6 0 7円 と な っ た 。
ま た 、 企 業 局 事 業 見 直 し 実 行 計 画 に お い て 、 復 興 ・ 創 生 期 間 の 終 了 時 期 で あ る 令 和

２ 年 度 末 を 目 途 に 本 事 業 を 廃 止 す る 方 向 で 検 討 す る こ と と さ れ た 。
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。

指 導 事 項
・ 工 事 請 負 変 更 契 約 の 事 務 手 続 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

監 査 対 象 機 関 福 島 県 企 業 局 い わ き 事 業 所
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ９ 日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 長 尾 ト モ 子

● 家 惣 一 郎
事 業 経 営 の 状 況
給 水 事 業 を 行 っ て い る が 、 そ の 事 業 管 理 の 状 況 は 適 正 で あ っ た と 認 め ら れ る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 機 関 福 島 県 病 院 局
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 長 尾 ト モ 子

● 家 惣 一 郎
（ 福 島 県 立 病 院 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 30年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し て い
る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 一 部 に 是 正 及 び 改 善 を 要 す る も の
が 見 受 け ら れ た も の の 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
県 立 病 院 は 、 大 野 病 院 が 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴

い 休 止 し て い る も の の 、 平 成 30年 ４ 月 に ふ た ば 医 療 セ ン タ ー 附 属 病 院 が 開 院 し た こ と
か ら 、 当 年 度 に お け る 利 用 可 能 な 施 設 は 、 ４ 病 院 １ 診 療 所 、 許 可 病 床 数 356床 で あ る 。
平 成 30年 度 の 患 者 数 は 、 入 院 が 延 べ 63 , 6 52人 、 外 来 が 延 べ 105 , 6 6 9人 で 、 前 年 度 と 比

較 し て 、 入 院 は 1 , 0 6 1人 （ 1 . 7％ ） の 増 加 、 外 来 は 5 , 4 1 1人 （ 5 . 4％ ） の 増 加 と な っ て お
り 、 ふ た ば 医 療 セ ン タ ー 附 属 病 院 開 院 等 に よ り 入 院 患 者 及 び 外 来 患 者 が 増 加 し て い る 。
経 営 成 績 で は 、 医 業 収 益 2 , 8 1 5 , 6 7 2 , 1 8 5円 に 対 し 医 業 費 用 が 6 , 6 7 2 , 7 2 3 , 3 7 7円 と な り 、

医 業 損 失 は 3 , 8 5 7 , 0 5 1 , 1 9 2円 で 前 年 度 と 比 較 し て 5 6 1 , 2 6 5 , 2 0 7円 （ 1 7 . 0％ ） 増 加 し て い
る 。 ま た 、 事 業 収 益 6 , 9 8 4 , 8 8 5 , 9 9 9円 に 対 し 事 業 費 用 が 6 , 9 3 9 , 7 8 0 , 6 9 8円 と な り 、 純 利
益 は 45 , 1 0 5 , 3 0 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 155 , 7 5 3 , 4 0 2円 増 加 し て い る 。 利 益 が 増 加 し た の
は 、 旧 会 津 総 合 病 院 跡 地 の 売 却 に よ り 固 定 資 産 売 却 益 が 発 生 し た こ と な ど に よ る も の
で あ る 。
平成 30年度において一般会計から繰り入れられた負担金・補助金は、総額 3,626,639,573
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円 と な り 、 主 に 旧 会 津 総 合 病 院 解 体 等 経 費 の 減 少 に よ り 前 年 度 と 比 較 し て 693 , 691 , 68 7
円 （ 1 6 . 1％ ） 減 少 し て い る 。

（ 病 院 局 ）
事 業 収 支 は 、 収 益 が 69 1 , 1 1 5 , 4 9 8円 で 前 年 度 と 比 較 し て 65 4 , 6 8 7 , 0 5 1円 （ 4 8 . 6％ ） 、

費 用 が 63 0 , 6 1 6 , 7 2 5円 で 前 年 度 と 比 較 し て 69 2 , 6 1 7 , 6 2 5円 （ 5 2 . 3％ ） と と も に 減 少 し 、
純 利 益 は 6 0 , 4 9 8 , 7 7 3円 で 前 年 度 と 比 較 し て 3 7 , 9 3 0 , 5 7 4円 （ 1 6 8 . 1％ ） 増 加 し た 。
前 年 度 と 比 較 し て 、 収 益 及 び 費 用 が 減 少 し た 主 な 要 因 は 、 旧 会 津 総 合 病 院 解 体 工 事

等 に 係 る 一 般 会 計 繰 入 金 及 び そ の 支 出 が 減 少 し た こ と で あ る
○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 預 り 金 の 経 理 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
「 事 実 」
旧 県 立 病 院 敷 地 の 処 分 事 務 に お い て 入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金 と し て 預 か っ

た 合 計 3 , 1 3 3 , 0 0 0円 に つ い て 、 収 益 に 振 り 替 え ず に 預 り 金 の ま ま 財 務 諸 表 に 計
上 し て い る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
預 り 金 の 経 理 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。

監 査 対 象 公 所 県 立 矢 吹 病 院
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ７ 月 ９ 日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 長 尾 ト モ 子

美 馬 武 千 代
事 業 経 営 の 状 況
平 成 30年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 36 ,423人 、 外 来 患 者 数 延 べ 22 ,331人 で あ り 、

前 年 度 と 比 較 し て 入 院 は 3 , 2 6 8人 （ 8 . 2％ ） 減 少 し 、 外 来 は 2 , 2 6 6人 （ 11 . 3％ ） 増 加 し た 。
入 院 患 者 減 少 の 要 因 は 、 早 期 退 院 、 地 域 生 活 移 行 促 進 の 取 組 等 に よ る も の で あ り 、 外 来
患 者 増 加 の 要 因 は 、 退 院 し た 患 者 の 外 来 通 院 や 訪 問 看 護 に 加 え 、 児 童 思 春 期 外 来 に 係 る
患 者 の 増 加 等 に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 1 , 7 4 4 , 7 3 1 , 3 5 0円 で 前 年 度 と 比 較 し て 723 , 1 5 2円 （ 0 . 0％ ） 、 費 用 が

1 , 7 4 6 , 5 1 7 , 1 8 7円 で 前 年 度 と 比 較 し て 571 , 8 7 2円 （ 0 . 0％ ） と と も に 減 少 し て お り 、 純 損 失
は 1 , 7 8 5 , 8 3 7円 で 前 年 度 と 比 較 し て 15 1 , 2 8 0円 （ 9 . 3％ ） 増 加 し た 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 精 神 病 院 増 こ う 経 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純 損 失

は 59 9 , 1 5 2 , 1 0 6円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 1 0 , 3 7 9 , 1 0 2円 （ 1 . 8％ ） 増 加 し て い る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 公 所 県 立 宮 下 病 院
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 （ 書 面 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 古 市 三 久

美 馬 武 千 代
事 業 経 営 の 状 況
平 成 30年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 3 , 72 6人 、 外 来 患 者 数 延 べ 14 , 4 11人 で 、 前 年

度 と 比 較 し て 、 入 院 は 958人 （ 20 . 5％ ） 減 少 し 、 外 来 は 289人 （ 2 . 0％ ） 増 加 し た 。 入 院 患
者 減 少 の 要 因 は 、 診 療 ・ 介 護 報 酬 改 定 に よ る 在 宅 ・ 施 設 で の 療 養 推 進 等 に よ る も の で あ
り 、 外 来 患 者 増 加 の 要 因 は 、 冬 期 の イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 に よ る 内 科 の 患 者 数 の 増 加 等
に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 71 8 , 8 5 5 , 8 1 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 1 7 , 1 1 5 , 1 3 5円 （ 2 . 4％ ） 、 費 用

が 71 9 , 8 1 1 , 9 4 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 1 7 , 0 8 3 , 1 5 0円 （ 2 . 4％ ） と と も に 増 加 し て お り 、 純
損 失 は 956 , 1 3 0円 で 前 年 度 と 比 較 し て 31 , 9 8 5円 （ 3 . 2％ ） 減 少 し た 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純 損

失 は 37 5 , 1 7 0 , 8 1 6円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 5 , 6 8 1 , 4 6 3円 （ 1 . 5％ ） 増 加 し て い る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 公 所 県 立 南 会 津 病 院
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 （ 書 面 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 古 市 三 久
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美 馬 武 千 代

事 業 経 営 の 状 況
平 成 30年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 22 , 1 6 5人 、 外 来 患 者 数 延 べ 58 , 3 2 8人 で 、 前

年 度 と 比 較 し て 入 院 は 3 , 9 4 9人 （ 21 . 7％ ） 増 加 し 、 外 来 は 1 , 0 8 7人 （ 1 . 8％ ） 減 少 し た 。 入
院 患 者 増 加 の 要 因 は 、 整 形 外 科 の 患 者 数 の 増 加 等 に よ る も の で あ り 、 外 来 患 者 減 少 の 要
因 は 、 耳 鼻 科 医 が 非 常 勤 体 制 に な っ た こ と に よ り 診 察 日 数 が 減 少 し た こ と な ど に よ る も
の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 2 , 2 5 4 , 8 3 3 , 2 9 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 6 0 , 9 8 8 , 1 0 4円 （ 2 . 6％ ） 、 費

用 が 2 , 2 57 , 7 8 7 , 0 4 8円 で 前 年 度 と 比 較 し て 60 , 9 3 2 , 3 8 5円 （ 2 . 6％ ） と と も に 減 少 し て お り 、
純 損 失 は 2 , 9 5 3 , 7 5 7円 で 前 年 度 と 比 較 し て 55 , 7 1 9円 （ 1 . 9％ ） 増 加 し た 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純 損

失 は 33 9 , 0 4 2 , 0 4 9円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 9 3 , 1 6 9 , 9 0 0円 （ 2 1 . 6％ ） 減 少 し て い る 。
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。

指 導 事 項
・ 貸 倒 引 当 金 を 誤 っ て 計 上 し 、 収 益 の 算 出 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

監 査 対 象 公 所 県 立 大 野 病 院
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ５ 日 （ 書 面 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 長 尾 ト モ 子

● 家 惣 一 郎
事 業 経 営 の 状 況
当 病 院 は 、 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 い 、 平 成 23年 ３

月 12日 か ら 休 止 と な っ て お り 、 入 院 及 び 外 来 の 実 績 は な い 。
事 業 収 支 に つ い て 、 収 益 が 241 ,301 ,057円 で 前 年 度 と 比 較 し て 435 ,317 ,136円 （ 64.3％ ） 、

費 用 が 2 5 1 , 5 8 6 , 8 4 9円 で 前 年 度 と 比 較 し て 55 2 , 9 6 5 , 2 3 4円 （ 6 8 . 7％ ） と と も に 減 少 し 、 純
損 失 は 1 0 , 2 8 5 , 7 9 2円 で 前 年 度 と 比 較 し て 11 7 , 6 4 8 , 0 9 8円 （ 9 2 . 0％ ） 減 少 し た 。
収 益 の 主 な も の は 長 期 前 受 金 戻 入 で あ り 、 費 用 の 主 な も の は 減 価 償 却 費 で あ る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 公 所 ふ た ば 医 療 セ ン タ ー
執 行 年 月 日 令 和 元 年 ７ 月 17日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 古 市 三 久

● 家 惣 一 郎
事 業 経 営 の 状 況
（ 附 属 病 院 ）
当 病 院 は 平 成 30年 ４ 月 23日 に 開 院 し た と こ ろ で あ り 、 平 成 30年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院

患 者 数 延 べ 1 , 3 3 8人 、 外 来 患 者 数 延 べ 2 , 8 1 6人 で あ っ た 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 1 , 1 1 4 , 5 5 0 , 0 8 8円 、 費 用 が 1 , 1 1 4 , 1 9 9 , 7 2 0円 で 、 純 利 益 が 350 , 3 6 8円

で あ っ た 。
（ 附 属 ふ た ば 復 興 診 療 所 ）
平成 30年度の利用状況は、外来患者数延べ 7,783人 で、前年度と比較して 1,127人 （ 16.9％ ）

増 加 し た 。 増 加 の 要 因 は 、 双 葉 地 域 の 住 民 帰 還 が 進 み 人 口 が 増 加 し た こ と に よ る も の で
あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 219 , 4 9 8 , 9 0 4円 で 前 年 度 と 比 較 し て 2 , 1 9 2 , 2 9 4円 （ 1 . 0％ ） 、 費 用 が

219 , 2 6 1 , 2 2 8円 で 前 年 度 と 比 較 し て 2 , 1 9 2 , 9 1 8円 （ 1 . 0％ ） と と も に 増 加 し て お り 、 純 利 益
は 23 7 , 6 7 6円 で 前 年 度 と 比 較 し て 624円 （ 0 . 3％ ） 減 少 し た 。
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。

指 導 事 項
・ 各 種 帳 簿 の 整 理 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
・ 医 業 収 益 の 計 上 時 期 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
・ 現 年 度 の 個 人 医 業 収 益 で 、 納 期 限 か ら ３ か 月 以 上 経 過 し た 収 入 未 済 が あ り 、
か つ 、 未 収 金 の 管 理 回 収 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

（ 監 査 総 務 課 ）
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